公民プリント　裁判所１（解答）

●裁判所とは

○国会は立法権、内閣は行政権、裁判所は（司法）権を持ちます。

○裁判所は、ある問題が（憲法）と（法律）に違反していないか確かめる仕事を行います。

●裁判所の立場

○ある裁判が行われたとき、他の人や組織が圧力をかけてしまうと、公平な判断がくだせなくなってしまいます。そこで、日本国憲法では（司法権の独立）と言って、裁判所が決して外部からの影響を受けないことを定めています。

○そのため、裁判官も、

　　・（国民審査）

　　・（弾劾裁判）

　　・心身の故障

　　・定年

　の場合以外では、やめさせられないことになっています。（身分保障）

○裁判官は、自己の（良心）に従い、（憲法）と（法律）だけに基づいて判断を行います。

●裁判の種類

○裁判は、大きく２種類に分かれます。

　・（民事）裁判：お金の貸し借りのトラブル・隣の家の枝が入ってきた、などの問題を扱う。

・（刑事）裁判：盗みや殺人を犯した犯罪者を裁く裁判。

●民事裁判

○訴えた方を（原告）、訴えられた方を（被告）と言います。

○普通は、双方とも（弁護士）を付けて争います。

●刑事裁判

○犯罪を犯したものが、訴えられる側になり、（被告人）と呼ばれる。

　普通は、（弁護人）を付ける。

○その犯罪者を訴えるのは、（検察官）の仕事であり、彼らは訴える側なので（原告）である。

